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先日、善光寺の近くで現況測量
をしていた時のこと、依頼地のお
隣さんに挨拶しようと玄関まで行く
と表札の下に見慣れない標識が…。
よ－く見ると「家屋番号票」と書
いてあります。
昭和35年の不動産登記法改正
により、家屋番号は敷地地番と同
一の番号とすることになりました
が、昭和15年の家屋台帳法では、
地番区域ごとに端から1番2番と
家屋番号が付けられました。

どうやら、家屋台帳に登録した
建物には、税務署からアルミ製の
プレートが配られ、それを玄関付
近の見易い場所に釘で打ち付けた
ようなのです。
これは珍しいとお隣さんに挨拶
した際に事情を説明して写真を撮
らせていただきました。
ところがデジカメのデータを整
理していて、うっかり削除。
仕方なくもう一度挨拶して写真

を撮らせてもらおうとしたら、「そ

んなに欲しいのならあげますよ。」
と嬉しいお言葉をいただきました。
早速法務局へ行って旧家屋台帳
の写しの交付を受けました。
表札に書かれていた名前と家屋
台帳の所有者は見事に一致。

それにしても70年間、風雪に耐
えて今日まで残っていたとは…。
土地家屋調査士の「家屋」のルー
ツを見た気がしました。

『会報ながの』第184号

長野会

「こんなもの見つけました」
長野支部　小池　秀巳
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『会報HYOGO』第541号

兵庫会

「 ～あなたのお宅訪問失礼じゃない？
士業の為のマナー講座～」

神戸支部　横田　史生

兵庫県青年土地家屋調査士会
（以下、兵庫青調会）の平成23年
度第2回研修会は【マナー研修】を
開催致しました。
土地家屋調査士として仕事をし
ていると、お客さまや隣接土地所
有者さまのご自宅に訪問すること
も多いことと思います。そこで、
「あなたの《マナー》ホントに大丈
夫？」ということで、《マナー》と
はなにか…を学ぶため、素敵な先
生をお招きしました。
《マナー》とはなにか…を学ぶの
は参加者の大多数が初めてのこと
だったと思います。今回の企画に
は、兵庫青調会の会員の他、岡山
青調会、石川会・京都会の会員さ
んにもご参加いただきました。
参加者の感想と、講師を担当し
て下さった素敵な先生をご紹介し
ます。

【感　想】
2011年8月24日に行われた「～

あなたのお宅訪問失礼じゃない？
士業のためのマナー講座」に参加
させていただきました。
講師は兵庫県川西市出身の元
ANAのキャビンアテンダントの12
年の経験とリピート率97％という
日本コミュニケーションマナー協
会の松澤萬紀先生でした。日常業
務では接する機会の無いような笑
顔の素敵な方でした。
はじめに、「マナーとは～」から
教えて下さいました。
マナーとは、「やさしさ」「おも
いやり」「相手に対する気遣い」な
ど、相手の立場を考えて行動し発
言することであり、時間・場所・
状況によって変化することもあ
る。一番大切なことは、「相手が
あってこそのマナー」であるとお
聞きしました。
マナー大国であるイギリスで、
マナーに対する有名なお話がある
そうです。
あるパーティーでのこと、お食
事中出されたフィンガーボールを
飲物と間違えてゲストの方が飲ん
でしまいました。
さて、あなたがその場にいたら
どうしますか？相手のことを考え
て行動・発言するとしたら、どう
したらいいのでしょうか？
そのパーティー会場にいらっ

しゃった方々は「相手に恥をかか
せないために」フィンガーボール
の水をみんなで一緒に飲んだそう
です。これは、実際にイギリスで
あった有名なお話ということで、
松澤先生から伺いました。
松澤先生は続けて、
「相手のことを良く観ていない
とマナーある行動・発言をとるこ
とは出来ない。相手に関心を持っ
て、相手を良く観てこそ相手思い
の行動が取れる。人は誰しも「承
認欲求」があり、その大事にして
ほしい、認めてもらいたい、分かっ
てもらいたいという気持ちを満た
してあげれば、人の心は掴める。」
とお聞きしました。
日頃、そこまで考え、意識して
お客様や隣接地主、家族や友人に
接しているでしょうか。隣接地主
の心を掴んで業務を行っているで
しょうか。家族の心を掴んで日々
生活しているでしょうか。非常に
勉強になりました。
しかし、人の生活行動の90％～
97％は無意識の行動だそうです。
3％～ 10％しか意識して行動して
いないのならば、もっとマナーに
ついて強く意識し、行動しなけれ
ば「相手を気持ちよくさせる」こと
なんかできないのです。
お宅訪問については、到着時間、
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コートを脱ぐ時期、玄関の上がり
方、席次、和室時踏んではいけな
い3つの物、お茶の飲み方などに
ついて教えていただきました。
「士業のためのマナー講座」とい
うことでしたが、士業特有の何か
というより、人として、生活して
いくうえで、大切なマナーを教え
ていただきました。
日々生活し、業務を行っている
中でマナーというものは無意識に
しているようで全然足りていない。
無意識にしているマナーだけでは、
人の心を掴めない。正しいマナー
とは何か？など、忘れがちである
マナーというものを意識させられ
る貴重なきっかけとなりました。

ANAキャビンアテンダントとして12年
勤めたのち、マナー講師・コミュニケー
ション講師として活躍中。
●講師実績
2010年「ミヤネ屋」に出演。
年間220回登壇。
2010年TSUTAYAビジネスカレッジ
講師オーディション全国三位。
2012年ダイヤモンド社より出版予定。

http://www.matsuzawa-maki.com/
http://ameblo.jp/matsuzawa-maki/

◆ 松澤萬紀先生のご紹介 ◆

土地家屋調査士新人研修開催公告
平成 23 年度土地家屋調査士新人研修を下記のとおり開催いたします。

ブロック新人研修開催公告

北海道ブロック／東北ブロック

北海道ブロック協議会
記

開催日時
平成24年2月2日（木）午後1時開始
平成24年2月4日（土）午後4時終了

開催場所
北海道札幌市中央区南4条西6丁目8番地
晴ればれビル8階

「札幌土地家屋調査士会」
電話 011－271－4593

申込手続
申込先　所属する土地家屋調査士会事務局

東北ブロック協議会
記

開催日時
平成24年3月9日（金）午後1時30分開始
平成24年3月11日（日）正午終了

開催場所
宮城県仙台市青葉区一番町一丁目4－3

「ベルエア会館」
電話 022－217－8622

申込手続
受付期間

平成24年1月11日（水）～平成24年1月31日（火）
申込先　所属する土地家屋調査士会事務局

受講対象者
開催日において登録後1年に満たない調査士会会員及び未受講の会員
なお、上記以外にも受講を認める場合がありますので、申込先までお問い合わせください。
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「お正月」
日本のお正月ですが、神社などでは注

し め

連縄を新し
くし、お屋敷や商家では門松を立て、庶民の家では
松飾りや輪飾りをいたしました。松は、近くの山か
ら持ってきて玄関先に飾って、年

とし が み

神を迎え入れるラ
ンドマークであり、わらは、ねじって飾ることで神
の領域であることを示すとともに、五穀豊穣をもた
らす神に対する感謝を表すものであります。正月料
理として、おせちやお餅がありますが、これも、神
にささげたものを感謝しながらいただくということ
で、お正月は感謝しながら過ごす期間であるという
ことだそうです。
わが家の正月は、商家の一族でしたので31日の
夜まで働き、2日には初売りのために朝早くに出勤
するという状態が通常でした。休みは元旦だけなの
で、朝早くから兄弟親戚や勤務先の同僚が入れ替わ
りで集まってきて酒盛りが始まり、神聖な「おせち」

編 集 後 記
や「お雑煮」は酒の肴となって、夜遅くまで大変な騒
ぎが続きまして、家族にとっては多くの来客のもて
なしに毎年の恒例とはいえ閉口いたしました。
「門松は冥途の旅の一里塚めでたくもありめでた
くもなし」という歌がありますが、同僚や親戚縁者
の訪問が生活習慣の変化で少なくなってきたことに
加え、祖父母と両親の他界により、めっきり静かに
なってしまい、今となっては、その喧騒も懐かしい
限りであります。
旧年が無事に何事もなく終了して、新しい年が来
たことをお祝いすることが「あけましておめでとう」
という言葉だそうです。
来年は同じ言葉を明るく言えるように、祈念する
ものであります。

広報部次長　岩渕正知

編集後記

	

〒101-0061東京都千代田区三崎町一丁目2番10号 土地家屋調査士会館
電話：03-3292-0050   FAX：03-3292-0059

　

	
	
	


